































































































エラ (]esseH. She釘ra心〉の T/，百leFOlμt1ηzdαtれiOlsof Edlトtト" 





(John Richardson J r.)は 19821，r=.に出版された ?'he
































































































に臨時国書館教育部 (TemporaryLibrary Training 
Board)を設立した 10)0 1924年に臨時図書館教育部は




リー・スクール (gracluate library school)の準備花木





る ALAの事務局長マイラム (CarlH. Milam)とそ
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Houser)， シュレイダー (AlvinM. Schrader)は The
Search forαSaentific Profession: Ll:brmツ Science
Educatio71 Ul. the United States aJld Canadα(1978 
年)のrt1で，GLSはウィノレソンを学部長として迎える
までは科学志向を持った図書館学を追究していたが，こ









































































































































































したミラー (RobertA. Miller)の博士論文 TlzeRela同
























ェイフ。ノレズの著書 Peotle& P7・int:Social A.stects 0/ 
Readulg in thど Dψressionが出版されたとき，図書館
界においてのみならずパークやリンド(RobertS. Lyncl) 
といったシカコ。大学社会学科の人々の書評に取り上げら
れた32)。ノf クーは同書:を Journal0/ Higher Edllcatio71 
の書評欄において「興味深いが，焦点がぼやけているJ




































































































の研究者たちは，マツコノレピン (LionelRoy McColvin) 
が(図書館学〉シカゴ学派と呼ぶような図書館界におい
て最も影響力の強い研究集団となった43)。






















































































































































































本格を締めくくるにあたって ζ こで再び fGLSはい
かなる研究集団であったのか」を全体的視野に立って位
置づけたい。
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